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フィクションは世界観を与える働きである 
―観点の多様性の受容と発展のために― 
 
田村高幸 
 
1. 問題設定 
「存在・真理・フィクションの分析を支える論理構造解明に向けて」のテーマで、 
2016年度は千葉大学大学院人文社会科学研究科研究プロジェクトとして、2017年度は
千葉大学大学院人文公共学府研究プロジェクトとして、内部での議論と 10 回の研究会
を開催した。この研究会を通して、「フィクション」、「アスペクト」というものがいか
に私たちの世界把握、さらには、世界観の切り出し、生成に大きくかかわっているかが
明らかになった。 
   そこで、「“語の意味は使用である”」、「視点の明晰化」、「自己明晰化」、「概念・ 
アスペクト生成」、「多から一つのものへ」、「多と一の調和」のキーワードとして、 
「フィクション」及び「アスペクト」が私たちに実に多くの世界に対する捉え方を 
与える働きであり、その基礎のもとで生じる観点の多様性とそれらを実り多く結実 
させていくための基礎となる世界観及び様々なフィクションに基づく多様性受容に 
ついて併せ論じたい。 
 
2. フィクションとはなにか 
「フィクション」とは何かという問いは難しい問題を含むが、ここでは、最小限の使
用を採用して、「フィクション」はある構造を持った表現（第 1章 1節終わり、5節
及び 9節にある木田翔一氏の講演でも取り扱われていた）とする。「フィクション」
が構造を持っていることによって、結果として、フィクションを受け入れていく読み
手の視点、積極的な意味でのネットワーク構成を行う態度をもつ視点等の多くの視点
をフィクションが私たちを介して、生み出せしめているともいえるのではないか。こ
の点をもう少し丁寧に 3節でみていく。 
 
3. 働きとしてフィクション 
よく、フィクションはその表現の表しているものが現実のものではないという意味で
使用されることがあり、そのことが「フィクション」の評価を下げているようにも見
える。しかし、このことを逆に見てみると、実はフィクションは対象・事態を表わす
ものというよりも、働き・機能・操作は実際に働くまでは対応するものは表れてこな
い点がフィクションと類似しているので、「フィクション」を働き・機能・操作とと
して見るほうが私たちの生の中で「フィクション」を活用せしめることの可能性を与
えるのではないかということである。実は、1,2,3,のような数概念は、数という対象
を表わしているというよりも、１は aを aに対応させる働き、2は aを aaに対応させ
る働き、3は aを aaaに対応させる働き、4は…という風に、働きとみることによっ
て、加法及び乗法の機能の説明(加法は出力の連接、乗法は働きの連接)が連接概念を
用いて、加法は出力結果の連接、乗法は働きの連接として、一貫してできるようにな
り、加えて(-1)×(-1)=1や i×i＝-1という、一見すると矛盾しているかに見える状
況にも同じ観点からの働き(-1は 180度回転、×は働きの連接、iは 90 度回転)として
対応できるようになり、より 1,2,3,…という数がリアリティを持ってくるのではない
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かと思われるので、対象や事態に対しても、それらの「存在」を当該存在として生じ
せしめるているアスペクト生成の働きとして捉えるほうが「存在」をよりよくわかる
ようになるのではないか。「フィクション」を働きとして捉えることが、このように
「存在」、「真理」を捉える上でもとても重要な役割を果たすのではないかと思われ
る。では、フィクションはいかなる働きとして理解すべきであろうか、という問いに
4節で答える。 
 
4. フィクションの機能 
フィクションは、その構造により、読み手をして、フィクション世界構築をさせるも
のになっている。もう少し正確に言えば、フィクション世界の視点を提示し、その視
点に基づくのフィクション世界のアスペクトを生成させている（生成しているのは私
たちの世界の中で）。なお、フィクション世界の構築のための私たちの記述視点を表
現するネットワーク構造があると見通しよく構築できるし、まさにこの視点を生じせ
しめるものとして、フィクションが働いているとみなすことができないか。この意味
でまず、ある種の世界観構築手法を与える働きを持っているのである。 
続いて、生成したフィクション世界が比較対象となり、私たちが現実世界としている世
界について暗黙に措定してしまっているものをあぶりだし、私たちをして自己明晰化せ
しめ、さらには、フィクション世界との比較の中で見いだされた現実の世界についての
見ること・対応することの新たな仕方・コンセプトを生み出させるものとして働いてい
るのではないか。フィクション世界により見出された、新たな現実の世界に対する観点
を私たちに提供してくれているのではないか、ということである。 
 生成するフィクション世界についての世界観が人によって、もしくは、経験によっ
て、異なっても、もちろん良いのであるので、一つのフィクションが多くのフィクショ
ン世界を生み出さしめる働きを持つこともあるだろう。この時、人によって生じるフィ
クション世界が異なるからといって、大きな問題となるだろうか、いや、却って、その
「フィクション」のスパンの広さが分かり、改めて「フィクション」の素晴らしさを感
じ入るではなかろうか。ここのにも視点の多様性を受け入れるための方法が隠されてい
るようでならない。 
 
5. フィクションの機能の効果 
先に述べたフィクション世界のアスペクト生成は現実のことである点を少し詳しく述
べてみる。 
「フィクション」は人に世界を見る・捉える観点を、すなわち、世界観を提供する
働きがあり、この「フィクション」が、私たちが如何に世界との関係を築いていくか
に大きな影響（人間関係等にも）を与えていると思われる。「フィクション」の読み
手になることによって、フィクション世界の構築をなし、その世界を実際にあるアス
ペクトの中で体験していることなのである。もう少しいえば、「フィクション」によ
って今まで異なった見方の世界の生成、その世界のアスペクト生成が起きた（立ち現
れた）ことは事実なのであるということである。（生じたアスペクト（立ち現われ）
がその人の持つ現実性の基準と相反することもあるかもしれないが。）この観点に立
てば、「フィクション」によって、新たな世界観を得、人は生にかかわる事態に積極
的にかかわることができるようになる可能性はあるのである。 
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6. フィクションの働きを十全にするための基礎的世界観 
「フィクション」の存在をも含め、存在というものを働きとして見ていくときにそれ
らを支え、その観点を有効に働かしめる世界観とはいかなるものか、との問いにどう
こたえるか。「フィクション」はまさに世界に分節化を与え、新たな世界観を構築し
ていくので、基礎の世界観としては分節化が全くない、互いに区別のない世界として
捉える世界観こそが、「フィクション」の働きを有効に示しうるものなるであろう。
さらに、先のように働きが生じたときにすぐに検知できるような世界観を基本にして
世界を見ていくことはフィクション世界を含めて世界を柔軟に受け入れていくことを
容易にするのではないか。なんせ元手の世界観は私もあなたも見分けのつかない一体
としての世界であったので、そこからお互いが見分けつくようなることこそ、お互い
を尊重するきっかけであるし、もともと一体であったのだから、私たちの体と同じよ
うに、お互いの働きの違いを見出し、相手の働きで進めていったらどんなになってい
くのだろうかと思いをはせつつ、お互いにその働きを喜んでいけるのではないか。 
このように、最初に一つであったことをしっかり持っていれば、いろいろな視点を持
つ動機をシェアしながら、また、お互いの視点を受け入れ行くベースともなるのでは
にないか。それに、自分の世界観が混乱してしまい、自分が苦しくなった時に、リセ
ットできる地点（解放・悟り・委ね・・等）としても、このような世界観は重要なの
でないだろうか。 
 
7. フィクションから与えられる視点の多様性を受容することその有効性及び発展性 
6節の終わり述べたように、全体が一つで区別なしの世界観に立ってみると、お互い
の視点を明らかにしつつ受け入れ行くことを可能なるし、互いに協力し合いながら、お
互いを喜びにしながら、生きていくことができるようなり、万が一、自己の世界観が混
乱したときにはリセットする立場（解放・悟り・・・等）というセーフティネットがあ
るの良いように思われる。また、ほかの人の違う観点から知識（情報）をシェアさせて
もらうことによって、たとえば私も豊かになっていき、喜びもふえていくのではない
か。このように先の世界観に立って、各人の視点の多様性を受け入れていくことは各人
の大きな喜びにつながり、どんどんそれぞれの知識（情報）や幸福が広がっていくとい
う、有効性・発展性をもっているのではないかと思う。このためにも、先の基礎的な世
界観の重要性を強く主張するものである。 
 
8. 結論 
1)フィクションは、その構造によりフィクション世界構築せしめるという世界観構築の働
きである。 
2)フィクションをその存在世界を構築せしめるも捉えることができたの同様に、「存在」を
も当該存在ならしめるアスクペクト生成を引き起こす働きとして捉えることができる。 
3)私たちはフィクションによりフィクション世界を体験しているのである。 
4)フィクションにより、「現実」の世界について私たちがいかなる措定をしているか、いか
なる固定的な視点をとっているかをあぶりだすことができ、フィクション世界を通して、
私たちの世界観及び世界観に関する知識(情報)の更新・増補を図ることができるようにな
る。 
5)フィクションの働きの有効性を大きくするための世界観として、全体が一つで区別なし
の世界観を提示した。この世界観に立ってみることにより、お互いの視点を明らかにしつ
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つ受け入れ行くことを可能なるし、互いに協力し合いながら、生きていくことができるよ
うなれるし、自己の世界観が混乱したときにリセットする立場（解放・悟り・・・等）を
セーフティネットとして担保でき、また、お互いの知識のシェアにより混乱から抜け出せ
るようになることあるし、これらの実践の中から、世界の中の各人の成長を各人がそれぞ
れの自分の体の部分のように喜んでいくことができるようになれるのである。  
